
 
 

  
  
 
     
 
 
 
 
 

新潟 RC ８月第 2 例会 (2024.8.20)  №３５１9 

(1) ロータリーソング「四つのテスト」斉唱 

(2) 吉田 和弘会長挨拶 

 

～会員増強月間 

 

 一昨日の 8月 18日、社会奉仕委員会のみなさんの

運営で、海岸清掃が行われました。新潟クラブの

会員とご家族の皆さん、会社の社員の皆様、新潟

ローターアクトの皆さん、総勢５５名の方にご参

加いただきまして、本当にありがとうございまし

た。詳しい様子は後程委員会報告のなかでお知ら

せいただきますが、江越委員長はじめ、社会奉仕

委員の皆さんに本当にお世話になりました。改め

て御礼申し上げます。 

 今年の会長テーマは「ロータリーライフを味わい

つくす。参加することで広がる奉仕」でございま

す。次の行事参加の機会は 9月 7日（土）の IM、

10月 19日（土）と 20日（日）の地区大会と続き

ます。なにより大切なのが 10月 22日（火）の家

族月見例会です。改めてお願いします。スケジュ

ール帳に、10 月 22日、月見例会、家族と参加、と

記入してください。 

 みんなで行事に参加する、例会を楽しむことをメ

インに考えていますが、8 月は「会員増強月間」で

す。これも大きなテーマで、毎年のように会員増

強をどうする、どうやったら会員を増やせるの

か？と議論が行われています。今年度は 78名でス

タートしましたが、この数は前年度とまったく変

わっていません。 

 皆さんもそうであるように、私もさまざまな業界

団体に所属しています。結局のところ、どの会で

も会員の減少が最大の問題になっています。これ

は業界団体に限らず、あらゆる組織が人手不足に

悩んでいるわけですから、ロータリーといえども

避けることができない問題です。新潟県の人口が

急激に減少していることを考えれば、これは当然

の流れです。  

 

 

  

私は高校に出向いて、学校の宣伝をする広報の仕

事を主に取り組んできました。ニュースでも取り

上げられているように、県立高校の統廃合が加速

しています。それだけでなく、今まではアンタッ

チャブルだった私立高校の定員調整をしなくては

ならない、という動きも出てきました。実際に高

校に訪問してみると、一クラスあたりの人数の少

なさ、空き教室の多さに驚かされます。驚くどこ

ろか、うちの商売に直撃なわけですから、事態は

深刻です。 

 そのような事態に向き合うとき、考えることがあ

ります。このような言い方が適切かどうかわかり

ませんが、あえて申し上げます。人数減に悩む団

体の共通点についての私見です。 

 その共通点は 

①入会してみても、昔馴染みのグループが構成され

ていて、入り込む余地がない 

②何を目的に活動しているのか、よく理解できな

い。 

③会員は会を維持するために存在するというスタン

ス 

④所属していて「得」を感じない 

 です。年会費を払って、総会や懇親会、イベント

に参加してみても、自分や自分の会社にプラスを

感じない団体があります。顔なじみが多いですか

ら、行けば楽しいのですが、何年たっても「昔は

～だった」と思い出話に浸るだけです。また会を

維持するために会員がある、という視点なので、

入会していない、自分たちより下の世代が何を求

めているのかを考えるというスタンスになりませ

ん。新潟クラブがどうか、というのではありませ

ん。会員増強にあたっては、「誰を入れようか？」

だけでなく、「入会してもらったら、何を提供でき

るか」などといった視野があってもいいのではと

思います。ロータリーへの理解を深め、なぜロー

タリーに所属するといいのか、それぞれが説明で

きるようになりたいと思います。 

 2024-25 年度 
国際ロータリー会長 

ステファニー A. アーチック 

 
2024～25 年度 

新潟ロータリークラブ会長 

吉田 和弘  
 



 

◎今週のお店紹介  「おこめとぶどう こふ」 新潟市中央区     

・西堀通 3番町 800-1 西堀セントラルハイツ 1F 

◎今週のミニスピーチ 

・杉村章農林中央金庫富山支店新潟県担当部長 

 

(3) ロータリーの友ご紹介（塩野貴義広報会報雑誌委員） 

 

(4) 委員会報告 

・江越誠社会奉仕委員長より 8月 18日に開催された海

岸清掃の報告（次ページに記載） 

 

・高橋 秀松会員増強委員長 

本年度、８５周年を迎える新潟 RCは、１９９２年の最

盛期には１３８名の在籍があったと記録があります。

時代の流れとともに本年度新潟ロータリークラブは、

７月１日現在７８名の会員数となっております。また

平均年齢では６２歳、７０歳以上の会員が２０名近

く、高齢化している現状です。このままでは現状を維

持する事も厳しい状況です。会員の増強には、新潟ロ

ータリークラブ会員の全会員のお力が必要です。つき

ましては、会員拡大に向けて入会候補者リストを作成

して郵送いたしますので、皆様のお仲間、お取引先、

お知り合い等で、当クラブに入会していただけそうな

方をご紹介いただきたくお願い申し上げます。 

 

(5) 幹事報告（小林 慶直幹事） 

・９月７日に開催される IM未回答の方は、早めに事務

局に回答をお願い致します。 

・ＩＭ開催に伴う合同奉仕活動として、こども食堂に

寄付するための未使用のタオルを 9月 7日まで受け付

けております。例会場にお持ちいただくかＩＭ会場で

も受け付けます。ご協力をお願い致します。 

 

 

 

 

 

(6) 卓話 

「スポーツビジネスの実態とは？勝利が全て？」 

新潟プロバスケットボール  

代表取締役社長 糸満 盛人 氏 

  

 

 

 

 

 

(7) ８月２０日の例会参加率 

 

 

 

 

 

 

８月２７日の例会プログラム予定 

  卓話  

新潟医療福祉大学健康科学部 健康スポーツ学科  

野球部総監督 教授 佐藤 和也 氏 

 

 

 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

 

 

 

  

会員数 算定対象者 出席者 参加率 

８１ ８0 ５７ ７１．２５％ 

http://www.niigatarc.jp/



